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観点別評価、体育は３観点を維持したい
佐藤豊先生（桐蔭横浜大学スポーツ科学部 教授）



（ご紹介）

佐藤 豊
さとう ゆたか

桐蔭横浜大学
スポーツ科学部 教授
学部長

筑波大学体育専門学群卒業
横浜国立大学大学院教育学研究科修士課程修了

高等学校保健体育科教員として勤務の後、
神奈川県教育委員会指導主事、文部科学省教科
調査官(体育担当)、鹿屋体育大学教授を経て
2016年に桐蔭横浜大学へ







それではご覧ください



桐蔭横浜⼤学 スポーツ科学部
学部⻑ 教授 佐藤 豊

九州体育・保健体育ネットワーク研究会
https://kyushunet.com/?from=m

「体育分野の主体的に取り組む態度」
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目標に準拠した評価
目標・・学習指導要領の目標
評価規準・・・学習指導要領の内容を参考



評価規準
学びの姿、評

価方法等

年間指導計画

単元の指導と評価の計画

教材・教具の開発(主体的・対話的で深い学び)

効果的・効率的な学習評価

目標、

内容、取
り扱い

指導

内容の
重点化

教
材開発

学
習評価

学習指導要領(解説)

単元
構造図
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  教科の見方・考え方(体育)
各種の運動やスポーツが有する楽しさや
喜び及び関連して高まる体力などの視点
から，自己の適性等に応じた多様な関わ
り方を見いだすことができるようになること
が，体育分野での学習と社会をつなぐ上
で重要なものである。

する、みる、支える、知るなどの
多様な楽しみ方



体育科・保健体育科の学習指導要領

高等学校中 学 校小 学 校

それ以降次の年次入学年次３年生２年生１年生６年生５年生４年生３年生２年生１年生

運 動
領域等

体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくりの運動遊び

器械運動器械運動器械運動器械運動器械運動
器械・器具を

使っての運動遊び

陸上競技陸上競技陸上競技陸上運動走・跳の運動走・跳の運動遊び

水 泳水 泳水 泳水泳運動水泳運動水遊び

ダンスダンスダンス表現運動表現運動表現リズム遊び

球 技球 技球 技ボール運動ゲームゲーム

武 道武 道武 道

体育理論体育理論

保 健保 健保 健
保 健
領域等

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

９０
時間

９０
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０２
時間

年間授業
時数等

必修 選択

体育科・保健体育科では、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ
イフを実現するための資質・能力を育成

小学校から高等学校までの12年間の系統性、発達の段階を踏まえて、４年ごとのまとまりで指導内容を体系化

小学校から高等学校まで、体育科・保健体育科の授業を週３日程度実施

各種の運動の基礎を培う時期 多くの領域の学習を経験する時期
卒業後も運動やスポーツに多様な形で

関わることができるようにする時期

体育 ３年間で７~８単位
保健１単位 保健１単位

ス
コ
ー
プ

シーケンス
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体育科・保健体育科の学習指導要領

高等学校中 学 校小 学 校

それ以降次の年次入学年次３年生２年生１年生６年生５年生４年生３年生２年生１年生

運 動
領域等

体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくりの運動遊び

器械運動器械運動器械運動器械運動器械運動
器械・器具を

使っての運動遊び

陸上競技陸上競技陸上競技陸上運動走・跳の運動走・跳の運動遊び

水 泳水 泳水 泳水泳運動水泳運動水遊び

ダンスダンスダンス表現運動表現運動表現リズム遊び

球 技球 技球 技ボール運動ゲームゲーム

武 道武 道武 道

体育理論体育理論

保 健保 健保 健
保 健
領域等

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

９０
時間

９０
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０２
時間

年間授業
時数等

必修 選択

体育科・保健体育科では、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ
イフを実現するための資質・能力を育成

小学校から高等学校までの12年間の系統性、発達の段階を踏まえて、４年ごとのまとまりで指導内容を体系化

小学校から高等学校まで、体育科・保健体育科の授業を週３日程度実施

各種の運動の基礎を培う時期 多くの領域の学習を経験する時期
卒業後も運動やスポーツに多様な形で

関わることができるようにする時期

体育 ３年間で７~８単位
保健１単位 保健１単位

ス
コ
ー
プ

シーケンス

それぞれの領域の意味とつながり
佐藤は、体つくり運動と体育理論、保健の充実が肝と考える

①⼼⾝相関、⾼め⽅を学ぶ重要領域

②必要性を学ぶ重要領域
③健康の重要性を学ぶ重要領域

④主に、クローズド・スキル系(実現、達成)

⑤主に、オープン・スキル系(競争、協同)

公正
協⼒
責任
参画
共⽣

健
康
・
安
全



体育学習の「わかる」と「できる」 2015,SATO

Imput（情報の入力） Output（情報の出力）

特性、体力、
体育理論等 指摘する、説明

する、選択する

コツや高め方

公正、協力
、責任等

運動の
技能

フェアプレイ、協
力、合意形成、
危機回避、

思考・判断

知識 3つの出力(表現)

特
性
に
応
じ
て
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う

技能

態度

上記以
外の知
識

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

学習したことの意義や価値を実感できるようにする(ア)



体育学習の「わかる」と「できる」 2015,SATO

Imput（情報の入力） Output（情報の出力）

特性、体力、
体育理論 指摘する、説明

する、選択する

コツや高め方

公正、協力
、責任等

運動の
技能

フェアプレイ、協
力、合意形成、
危機回避、

思考・判断

知識 技能、態度、思考・判断

特
性
に
応
じ
て
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う

技能

態度

知識

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

関われて楽しい

できて楽しい

見つけて楽しい

学習したことの意義や価値を実感できるようにする(ア)



体育における深い学習とは?
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知識

態度

教師主体

生徒主体価値的・愛好的態度(生きがい)

方法・原理
概念・価値

思考・判断

言語表現
身体表現

技能・動き

規範的(守る)・社会的(創る)

態度表現

身体操作、
用具操作etc

拡散的、集中的
批判的、創造的

良質な問いと活動

活動停滞
受動的

指示待ち
強制的

放任
独善的
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中学校 学習指導要領解説 p127  第1学年及び第2学年 球技

解説で、評価規準の参考となる例示を示している。
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(3)学びに向かう力・人間性等

13

学びに向かう力，人
間性等については，各
領域において愛好的態
度及び健康・安全は共
通の事項とし，公正（
伝統的な行動の仕方）
，協力，責任，参画，
共生の中から，各領域
で取り上げることが効
果的な指導内容を重点
化して示している。

健康・安全に関する
事項については，意欲
をもつことにとどまら
ず，実践することが求
められていることを強
調したものである。

2018高等学校解説 第2章1節 教科の内容



楽しさや喜び

楽しさ・・・体を動かす心地よさ

喜び・・・運動特性に触れる喜び

低学年・・各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その
基本的な動きを身に付け → 楽しさに触れ

中学年・・各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その
基本的な動きや技能を身に付け→ 楽しさや喜びに触れ

高学年・・・各種の運動の楽しさや喜びを味わうことができる
ようにするとともに， その特性に応じた基本的な技能を身に
付け， →楽しさや喜びを味わい

中学校 「運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにす
る」とは， それぞれの運動が有する特性や魅力に応じて，
運動を楽しんだり， その運動のもつ特性や魅力に触れたり
すること



楽しさを深く味わうために

自己実現

二次的欲求

（承認、賞賛、
他者比較）

本能的欲求（食、睡
眠、性etc）

体を動かすことが楽しい

勝ちたい、よい成績を収めたい

納得したい、理想を追いたい

気持
ちい
い

好き
だ

愛し
てる
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人間形成から見た
スポーツの価値

わくわく、どきどき、楽
しむ、挑戦する力

生きがい
QOLにつな
がる価値

規範性、公平性 道徳性
ルール遵守 マナー

(健康・安全の確保)

多様性、社会参画、問題
解決、創造、合意形成

(協力、参画、共生)

内在的

外在的

社会を守る
力

よりよい社会
をつくる

体育学習の
態度の検討



資質・能力の3つの柱を育成する授業づくり

①カリキュラムマネジメント(年間計画)
指導内容の重点化と3年間の見通し

②単元計画(単元構造図)
技能と態度のもととなる知識の確実な指導、

学習機会、形成的評価、バックワードでザイン

③領域の特性、生徒の実態、地域の文化を生
かした習得、活用、探究のデザイン
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知識・技能

課題発見・方法

仲間に伝える

課題

態度
課題発見・

方法

仲間に伝える

桐蔭横浜大学 佐藤豊
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桐蔭横浜大学 佐藤豊 2017 20
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